
1 北海道自治研究 ２０２０年６月（Ｎo.617）

　

環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
『
わ
れ
ら
共

通
の
未
来
』（
一
九
八
七
年
）
は
、環
境
保
護
と
（
経

済
）
開
発
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
「
持
続
可
能
な
開

発
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
、「
環
境
と
開
発
は
い

や
お
う
な
し
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
開
発
は
悪
化
す

る
環
境
資
源
を
基
盤
に
し
て
生
き
延
び
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
の
べ
た
。
開
発
は
環
境
に
よ
っ
て
制
約

さ
れ
る
と
い
う
主
張
は
、
今
日
に
も
通
用
す
る
卓
見

で
あ
り
、
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
（
一
九
九
二
年
）
で
採

択
さ
れ
た
リ
オ
宣
言
の
第
四
原
則
に
も
明
記
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
（
二
〇

〇
二
年
）
以
降
は
、
途
上
国
を
中
心
に
社
会
的
要
素

（
政
治
や
社
会
の
変
革
）
を
重
視
す
る
傾
向
が
一
段

と
強
ま
り
、「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
は
経
済
・
社

会
・
環
境
の
三
つ
を
発
展
さ
せ
、
統
合
す
る
概
念
だ

と
い
う
考
え
が
世
界
に
浸
透
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
各

国
の
取
り
組
み
は
い
っ
こ
う
に
進
ま
な
い
。
そ
こ
で

分
か
り
や
す
い
目
標
や
指
標
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

声
が
高
ま
り
、
二
〇
一
五
年
九
月
の
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
で
は
、一
七
の
目
標
、一
六
九
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
（
具
体
的
目
標
）
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
指
標

（
比
較
の
た
め
の
数
値
）
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
前
身
で
あ
る
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」（
二
〇
〇
一
年
）
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
大
部
分
は
主
に
途
上
国

の
経
済
・
社
会
・
環
境
の
改
善
を
め
ざ
し
た
も
の
で

あ
り
、
先
進
国
が
都
合
の
よ
い
目
標
を
つ
ま
み
食
い

し
、自
国
の
成
果
を
誇
示
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。

日
本
政
府
は
二
〇
一
九
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
度
評
価

で
、
一
六
二
カ
国
中
一
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と

に
気
を
良
く
し
た
の
か
、
同
年
末
に
作
成
し
た
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
改
訂
版
」
の
四
頁
で
は
、「
我
が

国
は
、
持
続
可
能
な
経
済
・
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

先
駆
者
、い
わ
ば
課
題
解
決
先
進
国
で
あ
る
」
と
し
、

国
際
社
会
に
示
す
よ
う
な
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る

と
自
画
自
賛
す
る
。
本
当
な
の
か
。

　

で
は
、肝
心
か
な
め
の
「
環
境
」
を
見
て
み
よ
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
一
七
の
目
標
の
う
ち
環
境
に
関
連
す
る
の

は
（
わ
ず
か
）
三
つ
で
あ
る
。
国
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
二
〇
二
〇
」
に
は
、
優
先
課
題
⑥

「
生
物
多
様
性
、
森
林
、
海
洋
等
の
環
境
の
保
全
」

の
た
め
の
主
な
取
組
が
四
頁
に
わ
た
り
列
挙
さ
れ
て

い
る
が
、国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、

大
部
分
は
農
水
省
や
環
境
省
所
管
の
手
慣
れ
の
事
業

を
並
べ
直
し
た
も
の
で
、
既
視
感
満
喫
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も
の
が
悪
い
わ
け
で
は

な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
⑮
「
陸
域
生
態
系
の
保
護
・

回
復
・
生
物
多
様
性
損
失
の
阻
止
」
の
項
に
は
、
二

〇
二
〇
年
ま
た
は
二
〇
三
〇
年
を
目
標
に
、
持
続
可

能
な
森
林
経
営
、
生
物
多
様
性
を
含
む
山
地
生
態
系

の
保
全
、
危
機
に
あ
る
種
の
保
護
と
絶
滅
の
防
止
、

侵
略
的
外
来
種
の
侵
入
防
止
、
保
護
さ
れ
た
野
生
生

物
の
密
猟
・
流
通
の
終
結
・
違
法
野
生
生
物
製
品
の

取
引
へ
の
対
処
な
ど
、
一
二
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
詳
細

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
国
内
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
研
究
者
、
実
務
家
が
長
く
改
善
を
要
求
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
な
取
組
が
強
く
求
め
ら

れ
る
が
、
国
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
か
ら
は
、「
や
っ

て
る
感
」
す
ら
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

　

さ
ら
に
国
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
優
先
課
題
⑤

「
省
・
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
防
災
・
気
候
変
動
対
策
」

の
項
に
は
、
相
も
変
わ
ら
ず
、
革
新
的
な
原
子
力
技

術
の
開
発
、
原
発
立
地
地
域
の
支
援
・
地
域
振
興
策

の
拡
充
、
そ
れ
に
海
外
か
ら
集
中
砲
火
を
あ
び
た
火

力
発
電
技
術
の
海
外
展
開
な
ど
が
鎮
座
し
て
お
り
、

こ
れ
で
は
、真
面
目
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
団
体
・

企
業
・
個
人
の
顔
に
泥
を
塗
る
に
等
し
い
。
こ
れ
を

グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
（
環
境
問
題
に
配
慮
し
て
い

る
ふ
り
を
す
る
こ
と
：
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
辞
典
（
第

五
版
））
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

　

国
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
、
洋
上
風
力
発
電
や
地
熱
発
電
の

事
業
化
支
援
も
明
記
す
る
。
し
か
し
、北
海
道
で
は
、

森
林
・
海
岸
・
海
洋
の
景
観
を
根
こ
ぎ
に
し
た
大
規

模
風
力
発
電
所
や
、
住
宅
地
に
ま
で
侵
入
し
た
太
陽

光
発
電
所
の
乱
立
に
住
民
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
名
を
借
り
た
環
境
破
壊
で

あ
る
。
ま
ず
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
⑯
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

７
参
加
型
意
思
決
定
等
の
確
保
、
目
標
⑰
タ
ー
ゲ
ッ

ト
17
市
民
社
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
・
推

進
を
絵
空
事
に
し
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
住
民
の

切
実
な
声
を
き
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。
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